
6
月
11
日
の
米
空
母
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
の

横
須
賀
帰
港
に
前
後
し
て
、
約
70
機
の
艦

載
機
が
厚
木
基
地
に
飛
来
し
ま
し
た
。
そ

れ
以
降
、
航
空
機
騒
音
が
激
し
さ
を
増
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
苦
痛
と
不
安
を
訴
え

る
声
が
市
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
厚
木
基
地
に
か

か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
を
目
的

に
、
市
民
各
層
の
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
大
和
市
基
地
対
策
協
議
会
（
会

長：

土
屋
侯
保
市
長
）
は
、
8
月
31
日
、

米
大
使
館
を
は
じ
め
、
防
衛
庁
や
防
衛
施

設
庁
、
外
務
省
に
直
接
出
向
き
、
厚
木
基

地
の
早
期
返
還
と
基
地
対
策
の
抜
本
的
改

善
に
つ
い
て
の
要
請
活
動
を
行
い
ま
し

た
。一

行
は
、
米
空
母
艦
載
機
を
中
心
と
す

る
大
和
市
で
の
航
空
機
騒
音
の
被
害
の
実

ー

c
o
m
m
u
n
ity

）
で
、
市
内
の
企
業
の
意

見
は
「
市
情
報
関
連
企
業
会
議
」（e

-

b
u
s
in
e
s
s

）
で
、
更
に
、
行
政
の
意
見

は
庁
内
に
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
リ
ー
ダ
ー
研

究
会
」（e

-g
o
ve
rn
m
e
n
t

）
を
設
置
し
、

そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
ま
す
。
更
に
、
こ
れ
ら

の
意
見
を
同
策
定
委
員
会
で
ま
と
め
、
プ

ラ
ン
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

検
討
し
た
プ
ラ
ン
の
策
定
過
程
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
随
時
公
表
し
、

項
目
ご
と
に
意
見
を
募
集
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
市
の

電
子
会
議
室
「
ど
こ
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

に
、「
新
情
報
プ
ラ
ン
」
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
設
け
、
議
論
や
投
票
に
参
加
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
幅
広
い
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
情
報
政
策
課
情

報
政
策
担
当
1（
2
6
0
）
5
3
6
3
、
■E

jy
o
h
o

へ
。
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広
報

や
ま
と

インフォメーション

《
特
例
市
　
や
ま
と
》

市
は
、
来
年
3
月
の
「（
仮
称
）
大
和

市
新
情
報
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
向
け
、
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
平
成
6
年
に
策
定
し
た

「
地
域
情
報
化
基
本
計
画
（
や
ま
と
情
報

化
プ
ラ
ン
）」、
同
9
年
に
策
定
の
「
大
和

市
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
戦
略
計
画
」
に

基
づ
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
積
極

的
な
行
政
情
報
の
提
供
と
市
民
参
加
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
計

画
が
今
年
度
で
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
来
年
度
以
降
の
新
し
い
プ
ラ
ン
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。

新
プ
ラ
ン
の
策
定
に
は
、
学
識
経
験
者

3
人
と
市
職
員
で
構
成
す
る
市
情
報
プ
ラ

ン
策
定
委
員
会
が
原
案
を
検
討
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
は
「
ど

こ
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
民
会
議
」（e

-

ー態
を
強
く
訴
え
る
と
と
も
に
、
①
厚
木
基

地
で
の
夜
間
連
続
離
着
陸
訓
練
（
N
L
P
）

の
禁
止
、
②
今
年
7
月
の
基
地
開
放
日
に

お
け
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
飛
行
の

中
止
を
踏
ま
え
て
、
更
に
今
後
は
恒
久
的

に
廃
止
す
る
こ
と
、
③
航
空
機
騒
音
の
軽

減
お
よ
び
航
空
機
の
安
全
対
策
の
徹
底
、

④
国
の
住
宅
防
音
工
事
の
拡
充
、
⑤
飛
行

計
画
や
騒
音
状
況
等
の
情
報
の
公
表
な
ど

を
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

市
は
今
後
も
、
基
地
に
か
か
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
基
地
対
策
課
基

地
対
策
担
当
1（
2
6
0
）
5
3
1
0
、
■E

k
ic
h
i

へ
。
な
お
、
騒
音
に
関
す
る
苦
情

の
Ｅ
メ
ー
ル
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
送
り
く
だ
さ
い
。

基
地
対
策
協
議
会
が
厚
木
基
地
の
早
期
返
還
と

基
地
対
策
の
抜
本
的
改
善
を
要
請

新
情
報
プ
ラ
ン
策
定

に
向
け
て

新情報プランのヒントとなる作文を募集
あなたのアイデアをプラン策定に役立てます。
テ ー マs「5年後のあなたは何をしていると

考え思いますか」
文 字 数s800字程度（様式自由）
応募方法s11月30日（金）（消印）までに住所、
氏名、年齢、職業、電話番号を書いて、郵送
で〒242-8601市役所情報政策課または市
のホームページの応募サイト（http://www.
city.yamato.kanagawa.jp/Jyoho/plan/
sakubun/sakubun2.htm）へ。

▲防衛施設庁で要請する基地対策協議会の
メンバー

▲外務省で、藤崎北米局長に直接要望書
を手渡す



最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
の
入
賞
者
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞

片
桐
美
沙
都

み

さ

と

さ
ん
（
福
田
小
）

優
秀
賞

金
子
智
乃

と

も

の

さ
ん
（
柳
橋
小
）

樅
山

も
み
や
ま

枝
里
さ
ん
（
上
和
田
小
）

松
岡
梨
奈
さ
ん
（
南
林
間
小
）

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
土
木
総
務
課
下

水
道
計
画
担
当
1（
2
6
0
）
5
4
7
6
、

■Ed
-s
o
u
m
u

へ
。
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

市
は
、
社
会
科
の
授
業
で
下
水
道
に
つ

い
て
学
ぶ
小
学
4
年
生
を
対
象
に
、
下
水

道
の
重
要
性
や
利
用
の
マ
ナ
ー
な
ど
を
訴

え
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。

1，
4
4
1
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

最
優
秀
賞
1
点
、
優
秀
賞
3
点
、
入
賞
26

点
が
選
ば
れ
、
こ
の
う
ち
最
優
秀
賞
、
優

秀
賞
の
入
賞
者
に
、
9
月
17
日
、
土
屋
市

長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

下
水
道
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

下
水
道
ポ
ス
タ
ー
展
入
賞
者
決
ま
る

水
洗
化
は
お
済
み
で
す
か

左
図
の
色
で
示
し
た
区
域
（
下
鶴
間
、

福
田
の
各
一
部
）
に
家
屋
を
お
持
ち
の
か

た
は
、
水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
（
公
共
下

水
道
へ
直
接
放
流
す
る
た
め
の
接
続
工

事
）
は
お
済
み
で
す
か
。

公
共
下
水
道
は
、
水
質
環
境
保
全
で
、

た
い
せ
つ
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
未

改
造
の
か
た
は
、
改
造
期
限
の
12
月
30
日

(

日)

ま
で
に
水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
を
お

願
い
し
ま
す
。
改
造
工
事
は
、
市
指
定
下

水
道
工
事
店
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。な

お
、
公
共
下
水
道
接
続
後
は
、
下
水

道
使
用
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納

付
は
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
貸
付
金
・
補
助
金
・
接

続
工
事
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
下
水
道
管

理
課
排
水
設
備
担
当
1
（
2
6
0
）
5
4

■Eは各課のEメールアドレスです。表示したアドレスの後に「@gov.city.yamato.kanagawa.jp」を続けてください。

ー6
8
、
■Eg

-k
a
n
ri

へ
。

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
同
課
料
金
担
当
1

（
2
6
0
）
5
4
6
3
、
■Eg

-k
a
n
ri

へ
。

下
水
道
計
画
に
つ
い
て
は
、
土
木
総
務
課

下
水
道
計
画
担
当
1（
2
6
0
）
5
4
7

6
、
■Ed

-s
o
u
m
u

へ
。

改
造
工
事
に
対
す
る
貸
付
・
助
成
制

度
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
改
造
期
限
を
過
ぎ
た
場
合

や
新
築
、
一
部
増
改
築
を
伴
う
工
事
の

場
合
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

貸
付
金
▼
最
高
限
度
額
60
万
円
。
償
還

方
法
は
、
無
利
子
で
30
カ
月

均
等
償
還
。

補
助
金
▼
建
物
一
棟
に
つ
き
1
万
円
。

最優秀賞の
片桐さんの作品


